
つかえる社会　4年「自然災害からくらしを守る」

資料編：遠賀川の水害と、飯塚・穂波の川の工事のこと

このプリントで使っている資料の出どころと、地域の背景をまとめました。先生向けの紙です（子どもに配る用ではあ

りません）。QRの先を教室の大型提示装置で見せると、プリントの表がそのまま「本物のデータ」につながります。

1　遠賀川のおもな水害（遠賀川河川事務所の記録・実数）

いつ おもな被害
水位（直方市・日の出

橋）

昭和28年（1953）6月 死者20名・負傷者211名・家屋流出/全半壊953戸・浸水38,791戸 欠測

平成15年（2003）7月

19日

家屋全壊7戸・半壊9戸・床上浸水2,902戸・床下浸水1,664戸（飯

塚市街部）
8.07m

平成21年（2009）7月

24日
床上浸水706戸・床下浸水1,565戸 8.05m

平成22年（2010）7月

14日
床上浸水104戸・床下浸水358戸 8.08m

平成24年（2012）7月

14日
家屋全半壊2戸・床上浸水121戸・床下浸水857戸 8.17m

出典：国土交通省 遠賀川河川事務所「遠賀川の主な水害」。子どもの紙面には、被災したご家庭への配慮から死者数は載せず、浸水した家の数（戸

数）だけを使っています。

2　平成15年7月19日のあとの「飯塚・穂波地区 床上浸水対策」

平成15年7月19日は、飯塚の中心部や商店街が水につかった大きな水害でした。このあと国（遠賀川河川事務所）が行

ったのが、プリント3まい目の三つの工事です。

場所 工事 期間

幸袋地区 河道掘削・護岸整備（川の中をほり広げて、水が流れる断面を大きくする） 平成16年〜平成21年3月

中之島 河道拡幅・護岸整備（川はばを広げる） 平成18年〜平成21年3月

芳雄橋 架けかえ（橋脚を減らして水の流れを良くする） 平成17年〜平成21年3月

出典：国土交通省 遠賀川河川事務所「飯塚穂波地区床上浸水対策」。ねらいは「7.19洪水規模の流量を計画高水位以下で安全に流す」こと。

工事が終わった年の夏（平成21年7月24日）に、平成15年とほぼ同じ水位まで水が上がる大雨がありました。床上浸水

は2,902戸から706戸へと大きく減っています。それでもゼロではない、というのが3・4まい目の芯です。

授業でのつかいどころ：2まい目（水害の表を読む）→ 3まい目（工事の表×同じ水位のくらべ）→ 4まい目（「もう水害はおき

ない」の誤りを資料で正し、ハザードマップで自分のそなえにつなげる）の順です。飯塚の子には芳雄橋も中之島も知っている

場所なので、資料が自分のまちの話になります。学級に水害で被災した経験のあるご家庭があるかもしれません。被害のようす

を詳しく語らせる展開は避け、「まちを守ってきた人の働き」と「自分のそなえ」に軸を置くことをおすすめします。

3　一次資料へのリンク（QR）

遠賀川河川事務所「遠賀川の主

な水害」

qsr.mlit.go.jp/onga/…/flood.htm

l

同「飯塚穂波地区床上浸水対

策」

qsr.mlit.go.jp/onga/…/iiduka.h

tml

飯塚市「いいづか防災」

city.iizuka.lg.jp/site/bousai/24

58.html
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